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～ 未来を拓
ひら

くビジョン ～ 住み慣れた青笹で暮らそう!! 
青笹町地域づくり連絡協議会は『地元就職』を推奨いたします‼ 

７
月
24
日(

月)

遠
野
東
中
学
校
の
生

徒
の
み
な
さ
ん
に
、
青
笹
地
区
セ
ン
タ
ー

の
清
掃
奉
仕
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

 

遠
野
市
立
東
中
学
校
奉
仕
活
動 

 

 

交
通
事
故
防
止 

県
民
運
動
を
実
施 

 

岩
手
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、
７
月
14
日

(

金)

～
24
日(

月)

ま
で
、
交
通
事
故
防
止
県
民

運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

期
間
中
、
青
笹
町
地
域
安
全
協
会
で
は
、
7

月
22
日(

土)

午
前
10
時
か
ら
、
11
時
ま
で
セ 

 

遠
野
市
民
野
球
大
会
優
勝
‼ 

 ８
月
６
日(

日)

早
瀬
川
緑
地
グ
ラ
ン
ド
を

会
場
に
、
遠
野
市
民
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

○
参
加
チ
ー
ム 

青
笹
町
・
遠
野
町
・
綾
織
町
・
宮
守
町 

○
対
戦
結
果 

 
 

青
笹
町
８―

１
遠
野
町                     

 
 

 

決
勝 

青
笹
町
８―

２
宮
守
町 

青
笹
町
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

  

『
笹
エ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
！
』  

地
域
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
を
支
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

丸
ご
と
相
談
員
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
「
居
場

所
づ
く
り
」の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
、
数
人

で
集
ま
っ
て
の
お
茶
飲
み
や
介
護
予
防
の
場

な
ど
の
立
ち
上
げ
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

地
区
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
な
く
て
も
個
人

宅
や
公
民
館
、
ハ
ウ
ス
な
ど
ど
ん
な
場
所
で

も
「
サ
ロ
ン
（
交
流
の
場
）
」
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
頂
け
れ

ば
、
相
談
員
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

 

【電
話
番
号
】 
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久
慈
ま
で 

 

 

ありがとうございます 

 

ブ
ン
・
イ
レ
ブ

ン
遠
野
青
笹
町

店

の

駐

車

場

で
、
来
店
者
へ

事
故
防
止
の
チ

ラ
シ
・
お
茶
等

配
布
し
て
、
安

全
運
転
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。 

 

遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
青
笹
支
部
で

は
、
「
高
齢
者
交
流
会
」
を
７
月

28

日

(

金)

踊
鹿
温
泉
「
天
乃
湯
」
に
て
開
催

し
、
10
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

交
流
会
で

は
、
笑
い
ヨ

ガ

を

は

じ

め
、
ギ
タ
ー

演
奏
に
合
わ

せ
み
ん
な
で

歌
を
歌
っ
た

り
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

 

 

(

青
笹
わ
い
わ
い
館
か
だ
る
べ
様
よ
り
運
営
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
３
名
の
方
に
お
手
伝
い
頂
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。)

 

高
齢
者
交
流
会
開
催 

 

おめでとうございます 

 

みんなで笑いヨガ 

 



 

 

 

8 月 4 日（金）にこども本の森遠野へバスで地域の方々と一緒に行きました。今回もたくさんの申し込

みがあり、バスで 2 往復していただき、32 名が参加しました。 

本の森に入ると、何度行っても圧倒される天井いっぱいの本。はじめての児童は「どんな本があるか

な～」「どこで読もうかな～」と、２回以上来ている児童は「今日は〇〇の本を  読むんだ～」とワク

ワクの様子。お目当ての本を見つけると、お気に入りのスペースに行き嬉しそうに本を読んでいまし

た。ただ、低学年の中には館内を走り回ったり、大声をあげたりする児童が数名見られ、何度か注意す

る場面があり少し残念でした。楽しい気持ちはとても分かるけど、本の森は一般のお客様も利用する公

共の施設です。ルールを守って楽しく利用できるといいなと思います。 

楽しい時間はあっという間にすぎて、「もっと読みたかった～！」「次はあの本を読もう」と言う声が

聞こえてきました。これからも小学校の図書、やまどり号の移動図書も活用してもっと本に親しめるよ

うにしたいと思います。 

 

～こども本の森へ行った児童からの感想～ 

●わたしは今日本の森で６冊の本を読みました。いつもはマンガ本しか読まないけど、友だちから「マ

ンガ本以外にもおもしろい本があるよ！」と聞きました。次はマンガ本以外の本も読んでみたいで

す。とても楽しかったです。 

●今日は３冊の本を読んだけど、全部おもしろかったです。次は家族と一緒に行ってみたいです。その

ときまで何を読もうか楽しみにしています。 

●わたしは本が大好きなので本の森へ行けて良かったです。 

●たくさん本を読めて良かったし、読み聞かせもおもしろかったです。 

●おもしろい本を見つけることができて楽しかったです。ありがとうございました。 

 

企画をしてくださったこども本の森の関係者の方々、引率してくださった地域の方々、本当にありが

とうございました。 

 

 

 

 こども本の森へ行こう 

 


